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て活動に取り入れた。今回は 2 歳半～3 歳児のボール転がしの際の動きに着目し、運動のモチ
ベーションを維持するためにリレー形式で行った。その際に年上の子どもを模倣できるよう、






幼稚園型幼児教育施設の在園児（2 歳 6 か月～3 歳※以下「年少々」、3 歳児※以下「年
少」、4 歳児※以下「年中」、５歳児※以下「年長」）のうち、当日登園した年少々6 名（男
3 名、女 3 名）、年少 9 名（男 3 名、女 6 名）、年中８名（男 5 名、女 3 名）、年長 3 名（男
1 名、女 2 名）の合計 26 名。
２－２．実施時期・方法  
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